
令和４年度 第１回山口県県民活動審議会の概要 

 

１ 開催日時・場所 

令和４年８月１０日（水） １３：３０～１４：５０ 山口県庁共用第２会議室 

 

２ 出席者 

委 員    岸田委員、角田委員、中川委員、速水委員、原田委員、松浦委員 

県（事務局） 藤田環境生活部長、木安県民生活課長、 

県民活動推進班 山田班長、石塚主査、堀永主任主事、粟山主事 

やまぐち県民活動支援センター 伊藤センター長 

３ 概  要 

（１）会議概要   

ア 会長・副会長の選任について 

   委員の総意により、会長に速水委員、副会長に角田委員が選任された。 

 

イ 令和４年版県民活動白書（案）について 

白書（案）の概要（県民活動の現状と課題、県民活動関連施策、市町における取

組）について、事務局から説明し、委員より意見をいただいた。 

 

ウ 山口県県民活動促進基本計画の改定（骨子案）について     

山口県県民活動促進基本計画の第４次改定に向けて、計画の骨子案や今後のスケ

ジュール等を事務局から説明し、委員より意見をいただいた。 

 

（２）主な意見 

〇 「県民活動団体数」については、「県民活動」に該当すると意識せずに活動をし

ている県民や団体が数多くいると思うので、その把握や普及啓発が必要。 

 

 〇 「若年層の参加促進」については、ボランティアをしたい大学生が増えているの

で、大学の掲示板でボランティア情報を掲示したり、講義内で団体の活動紹介をし

たりすることは有効。 

 

 〇 「プロボノ」については、様々なスキルで支援をしてもらえるため、大変ありが

たい。情報発信の支援も大事だが、財政基盤が弱い団体が多いため、資金調達手法

に詳しいプロボノワーカーによる支援も進めていただきたい。 

 

 〇 「協働の推進」については、１対１ではなく、多様な主体が関わることが必要。

また協働を推進していくファシリテーターの役割は重要であり、人材の育成や好事

例の情報共有も必要である。 


